


























































以上の諸問題のほか、 近年、 鳥井裕美子氏が武雄の に関して、
「し
かし多種多様な品物を大量に購入し 目的、購入資金、佐賀本 との関係等 、々不明な点はまだまだ多い」とし、「除き物ー 武雄の輸入品購入ルー ト」の解 の必要を述べた（
10）。長崎貿易における除き物























































































































































    
 
 



















































たらしい。享和元年（一八〇一）には、佐賀藩より御切米三〇石を拝領し、正式な藩医となった 長文だが、重要な 引用す 。
 
一（享和元年）三月十三日、長崎医師楢林栄哲義、兼而御屋敷且御番所御出入被仰付、彼地御越座之節、御目見をも被仰付、 扶持方をも被下置、病用出精仕、一躰内外之療治仕候処、当時は専内治之筋重ニ相行、格別御用相立候、然処、栄哲ヨリ内々 奉願候は、右家 儀、佐野孺仙先祖以来代々 栄哲門弟ニ而 何も医術皆伝仕、其外御国許ヨリ外科為稽古罷越候者共多人数 儀ニ而、其内免許之者も数人有之 右様之処を以、亡父栄哲以来此御方奉慕厚、御館入 病用出精仕候 之通之由緒も有之候ニ付而ハ 何卒於相成義は被召抱被下度旨、亡父己来志願之趣重畳相歎候段、村山寛三郎
聞番か
ヨリ申越候、右は前断之通、孺仙先祖師家ニ而代

































































一〇月一〇 、鍋島家臣神代家の侍医横尾元丈の二男と て生まれた。初めは紫陽、のち紫洋と号し、黄道符、黄世廉、黄質世、ま 孟瑞、孟徴などとも号した。 は、八歳で尼寺の春日山高城寺に寺入りし漢学修業後、宝暦三年（一七五三）に萩の古方派医師滝鶴台に入門、帰郷後 宝暦 一年（ 七五九）から郷里の神代家学校「竹裡館」の教主として、子弟指導にあたった。尊王思想をもち明和事件にも関与したという。安永六年（一七七七）に佐賀藩から京都遊学を許され（
45）、遊学中に朝廷や一条家にも仕える身となった。七年季が過ぎ


























































医佐野常置仲庵の三男 生まれた。山領千左衛門言利の養子に入り、同家を継ぎ、江戸詰 のち、有田皿山代官を勤め、文政六年（一八二三）に没した。主馬は通称で、号梅山、蛟江亭、字は師言という。梅山山領先生碑が精町水月禅寺にある。安永年間から 佐賀藩主治茂、斉直に重用され、天明五年（一七八五）から文化九年（一八一二）まで十数回参勤をつとめ、享和二年（一 〇二）から文化九年まで江戸屋敷詰をし、その間に司馬江漢との交流を深めたものと考えられる。主馬は多久家家臣漢学者石井鶴山の弟子で、徂徠学派 文辞的系譜をひいており（
50）、寛政一一年（一七九九）に江戸詰を終えた主馬は、



























が流行していること、 蛮学を村山藤九郎が司馬江漢に学んでいること、島本良順は長崎で学んだこと 江 に油絵を村島雪川、副 半十郎増田宗閑らが藩公の命で学んだこと、などが記されている。村山藤九郎は藩主斉直の側で仕え、文化八 （一八一一）に司馬江漢に入門した（
56）。天保五年（一八三四）秋まで三の丸御懸硯方元締・御賄方










































つづいて弘化四年（一八 七）に 庭雪斎 御側医に召 出された（
66）。大庭雪斎は、大坂の蘭方医中天游に緒方洪庵とともに学び、












































れ、合格すれば開業免許証である免札が与えられた。ただし この時期の試験や修業の内容は、初期免札者の顔ぶ か 判断する 蘭学も含む医学全般であったと推察される。その実施記録が『医業免札姓名簿』（
72）で、嘉永四年一二月一六日から安政五年（一八五八）九月











































































































































































































































































私義医道為稽古長崎表遊学被仰付候ニ付、去春ヨリ彼地罷越公儀御医師松本良順老江随身仕り、御陰ニ研窮仕居重畳難有仕合奉存候、然処当度始親杏春病気之段申越候ニ 、先生江も其段申断罷帰候処 大病ニ付色々 療養手を尽候得共唯様差募り其験無御座相果申候、惣而ハ当年まてハ被仰付置候遊学年限中 付、又モ彼地罷越筈ニ御座 処、最早彼地罷越ニ不相及 御賢慮被仰出候、就而ハ前断之通長崎表不叶罷帰候末ニ付、暫時彼地罷 去年来滞崎之末、彼是引払之手筈相附候半而不相叶、殊ニ公儀御医師随身罷在、就中上様ヨリも色々 御尋之次第をも御座候 、無拠 名内相部罷在候ニ付而ハ、余 塾生と相替不見苦分 ハ始末取繕候而ハ、場所柄御外寄をも相恐蒙ニて、蘭人并ニ先生 目附 将又通詞両人其外塾中 是まて世話相成居候向々 ヘ夫々 挨拶等仕儀半可不相叶、且又、眼療道具一通相整度奉存 就而ハ去秋金拾五両丈拝借仕り 当壱ケ年之御合力をも頂戴仕り当度始ヨリ罷帰候得ば、何程かハ返上仕候半而不相叶候得共、右 振合共ニ而、何分其義不相叶拝領被仰付度奉願候 此所又々 拝借奉願 亘り甚以恐至極奉存候得とも彼是取束候而ハ、大総之金高ニ相上り地行
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引痘方の規日は、植えて六日後に巡回、一二日後に検査し種痘済証
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   卯之吉娘





















まきこんだ種痘の領内普及が積極的に実施されていたこと、医学寮による六四二人もの開業免札の授与と西洋医学への再教育 強制的に行われ、ほぼ慶応元年までには佐賀藩全領内医師の西洋医学研修が実施されただろうこと、蘭方医ら 活躍により、庶民も種痘 実施を望むようになっていた 幕末には西洋生薬も村の日常生活に入り込んでいたこと どが判明し、むしろ西洋医学導入は積極的に展開していたことがいえる。
 
















蘭学の興隆や地方普及と交流などの研究 もちろん重 であるが、オランダ通詞らの紅毛流医学や諸科学研究の流れと意義、すなわ 長崎蘭学をわが国 蘭学発達における伝統的な大きな潮流として捉えなおし、その役割と位置づけを考察することが、わが国の蘭学発達史に正当な評価を与えることになるだろう 考えている。
 
  本稿では、幕末期に、医学寮また好生館に依る蘭方医たちが佐賀藩
領内医師六四二名も 再教育 西洋医学研修をすすめ、その成果があがったこと、引痘方において、町医・郷 組織して領内を巡回し種痘を実施していたこと、幕末には村に西洋生薬などが浸透し たことなども明らかにしえた。幕末期 これほど領内に徹底して西洋医学
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ら地域学歴史文化研究センター 地域史・史料 部門を中心にワー クショップで目録づくりを実施中である。
 
(
89) 『多久市史』（多久市、二〇〇二年）五二四～五頁。
 
(
90) 杉本勲編前掲注９書一八頁。
 
